
５月１２日（月） 全校朝会講話  副校長 

「夢に向かって生きる」 

 

 

 

はじめに、この絵を見てください。（いくつかの絵を見せる） 

どれも丁寧に描かれた素敵な絵ですね。 

皆さんは、絵や文字を書くときに、手で筆や鉛筆を持って書きますね。 

では、この絵は、どんな人がどのようにして描いたのでしょうか。 

 

実は、この絵は、筆を口にくわえたり、足の指でつかんだりして書いたものです。 

どうしてかというと、この絵を描いた方々は、事故や病気などが理由で両手が不自由になってしまった

のです。 

 

想像してみてください。この一つ一つ丁寧に色を重ねて描かれた絵をどのようにして描いたのでしょう

か。そして、どのような想いで描いているのでしょうか。 

 

自分が今まで当たり前にできたことをできなくなったときに、私だったら、「悲しいな」とか「不安だ

な」とか、あきらめてしまう気持ちに覆われてしまうかもしれません。 

しかし、この方々は、あきらめませんでした。絵を描くことに出会い、表現できることの可能性を追い

求め続けました。 

 

私は、この方々が描いた作品から、生きることの力強さや温かさを感じました。 

みなさんも実際に見ることができたら、様々なことを感じることができると思います。 

 

この絵を描いた方々の『口と足で表現する世界の芸術家たち』という絵画展が、八小のすぐ近くで開催

されます。 

「三菱電機ビルソリューションズ教育センター」建物内で、期間は、５月１６日（金）～５月１８日

（日）までの３日間、時間は午前１０時から午後４時までです。 

大変短い期間ですが、おうちの方に相談して、時間がある人はぜひ見に行ってください。 

実際に絵を描いている画家の人に会える時間もあるそうです。 

 

どのような絵をどのような方々がどのような想いで描いているのか。実際に見ることで、きっと多くの

ことを感じることができると思います。 

 


